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サンゴ礁調査要綱

1.目 的

本調査 は、わが国 に生育す る璋礁サ ンゴ群集 の分布 の面的把握 、生育型

によるサ ンゴ群集 の区分及び造礁サ ンゴ群集 にお けるサ ンゴ以外 の底生生

物 の分布 の把握 を通 じ、サ ンゴ礁環境の現況を把 握す ることを 目的 とす る。

2.調 査実施者

国が都道府県 に委託 して実施す る。

3.調 査対象地域

日本沿岸 で造礁サ ンゴの生息す る海域。平成3年 度 にっいては、奄美 ・

沖縄海域 の沿岸部 め3分 の1に 当た る部分 及び長 崎県、島根県 、和歌山県、

三重県 、静岡県 、神奈 川県、東京都、千葉県の沿 岸部。

4.調 査実施期 間

契約締結 の 日か ら平成4年3月31日 まで とす る。

5.調 査海域 によ る区分。

調査内容 、調査方法等 は、下記 の調査海域別 に区分 した上実施す る。
・サ ンゴ礁海域(礁 池及び内側礁原)

・サ ンゴ礁海域(礁 縁部)

・非 サ ンゴ礁海域

(1)サ ンゴ礁海域(礁 池 及び内側礁原)

①調査 内容

調査項 目は次 の とお り。

a.サ ンゴ礁 の分布

b.サ ンゴ礁 の改変状況(消 滅域 、消滅面積等)

c.生 育型別 サ ンゴ群集の分布

d.生 育型別 サ ンゴ群集の被度

e.海 生植物群落 の分布

f.底 質

g.底 生生物

②調査 方法

サ ンゴ礁 の解析照合表 を利用 した空中写真の読 み取 りによ る資料調査

及び現地調査 によ り行 う。

項 目毎 の調査方法 の詳細は 「サ ンゴ礁調査実 施要領」 による。
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③ 調 査 結 果 の取 りま とめ

・調 査 項 目a ,b,c,d,e,fに っ いて2万5千 分 の1地 形 図 上 に 図示 し、 「

サ ン ゴ礁 分 布 図 」 を作 成 す る。

・調 査 項 目a ,b,c,d,e,fに っ いて 、2万5千 分 の1地 形 図 単 位 で 「サ ン

ゴ礁 分 布 取 り・ま とめ表 」 及 び 「消滅 サ ン ゴ礁 記録 票 」 を作 成 し、定

量 的 な把 握 が 出 来 るよ うにす る。.

・調 査 項 目c ,d,e,f,9に つ いて 、 現 地 調 査 の結 果 を 「サ ンゴ礁 現 地 調 査

票 」(様 式1、 様 式2)に 記 入 し、調 査 地 点 を 「サ ンゴ礁分 布 図」

上 に 図示 す る。 ま た 、空 中写 真 の解 析 照 合 表 に な いパ タ ー ンを 示す

海 域 の現 地 調 査 結 果 は 、解析 照 合表 の改 訂 に資 す る。
・詳 細 は 「サ ンゴ礁 調 査 実 施要 領 」 に よ る。

(2)サ ンゴ礁海域(礁 縁 部)

①調査 内容

調査 項 目は次の とおり。

a.生 育型別 サ ンゴ群集 の分布

b.被 度

c.底 生生物

②調査方法

現地調査 による。 詳細 は 「サ ンゴ礁調査実施 要領」 による。

③ 調査 結果の取 りま とめ
・調査項 目a,bに つ いて2万5千 分 の1地 形図上 に図示 し、 「サ ンゴ礁

分布図」を作成 す る。
・調 査項 目a,b,cに ついて、現地調査 の結果 を 「サ ンゴ礁現地調査記録

図」 に記入 し、取 りまとめる。
・詳細 は 「サ ンゴ礁調査実施要領」 による。

(3)非 サ ンゴ礁海域

①調査内容

調査項 目は次の とお り

a.生 育サ ンゴ礁群 集 の分布及 び改変状況

b.沿 岸域造 礁サ ンゴ生息 概況

c.選 定調査 区 にお ける造礁 サ ンゴ生態
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② 資料調査 、聞 き取 り調査及 び現 地調査 による。

詳細 は 「サ ンゴ礁調査要領」 による。

③ 調査結果の取 りま とめ
・調査項 目a,bに つ いて2万5千 分 の1地 形 図上 に図示 し、 「生育サ ン
ゴ群集分布 図」 を作成す る。

・調査項 目a,bに っ いて、2万5千 分 の1地 形 図単位で 「生育 サ ンゴ群

集分布取 りまとめ表 」を作成 し、定量的 な把握が出来 るよ うにする。
・調査項 日cに つ いて、現地調査 の結 果を 「サ ンゴ群集現地調査記録票 」

に記入 し、取 りまとめ る。
・詳細 は 「サ ンゴ礁調査実施要領」 による。
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サンゴ礁調査実施要領

1.通 則

第4回 自然環境保全基礎調査海域生物 環境調査(サ ンゴ礁調査)は 、 この実

施要領 によ って行 う。

2」サ ンゴ礁海域(礁 池及 び内側礁原〉

(D調 査 のね らい

サ ンゴ礁 の分布及 び消滅状況を呪 らか にす るとともに、その礁池及 び内側

礁原 におけ る生育サ ンゴ群落、海生植 物群 落な どの現況 を把握す る。

(2)調 査対象 の定義

鹿 児島県 トカ ラ列島小 宝島以南 のサ ンゴ礁 の礁池及 び内側礁原(石 西礁湖

及 び湾入部 の前方 に形成 され るパ ッチ リー フ部を含む)で 空中写真 の得 られ

る場所 。

(3)調 査項 目

a.サ ンゴ礁 の分布

地質学的 な意味でのサ ンゴ礁 の分布 を意味す る。海岸線 か ら内側礁原 と

外側礁原 の境界線辺 りまでを とらえる。

b.サ ンゴ礁 の改変状況

埋立 、 しゅんせっ、養浜等サ ンゴ礁 が著 しい改変 を受 けている地域が有れ

ばその位 置、面積、原 因等 を把握す る。

c.生 育型別 サ ンゴ群集 の分布

生育す る造礁サ ンゴ群 集の生育型 、'位置、面積 を把握す る。

d.生 育型別 サ ンゴ群集 の被度

生育す る造礁サ ンゴ群 集の生育型別被度 を把握 す る。

e.海 生植物群落 の分布

海生植物群落 の位置、面積 を把握す る。

f.底 質

底質 の状況 を把握 す る。

g.底 生生物

現地調査 地 におけ ち大 型表在生物 の生息状況 を把握す る。
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(4>調 査方法'

①調査項 目a～fに ついて一般的事項
・最新 の空中写真 を利 用 し、情報 の読 み取 りを行 う。

・解析照 合表にないパ ター ンを示す海域 は現地調 査を実施す る。

・面積 は下記のよ うに して 「分級化 図」作成後 に、 プラニメー ターを用 い

て読 み取 るものとす るσ

1万 分の1密 着焼 、最新空 中写真

読 み取 り、分級化 解析照合表

現地調査

透明 フ ィルムに トレー ス

分級化図 を作成

2万5千 分の1に 縮小

分級化図縮小版を作成

ナン ゴ礁 の
・改変情報

2万5千 分 の1地 形 図 に トレー ス

彩色

サンゴ礁分布図完成

② 調 査 項 日b.サ ンゴ礁 の 改変 状 況 につ いて
・改 変 の種 類 を次 の区 分 に よ り把 握 す る。

1.埋 立2.し ゅん せ っ3.干 拓4.養 浜 5.そ の他(具 体的に記述)
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・埋立計画等 に関す る各種 アセ スメ ン ト図書等 を参照に、改変 の開始(着

工)時 期 を把握す る。

③調査項 目e.生 育型別 サ ンゴ群集 の分布 にっいて
・生育 サ ンゴ群集 は生育型及び優先 す る属 によ り分類す る。なお、サ ンゴ

由来 のれ き底で、生 きたサ ンゴが点在す る海域 は、れき底 ではな くサ ン

ゴ群集 として捉 える。

④調査項 目d.生 育型別 サ ンゴ群集 の被度
・生育サ ンゴ群集の生 育型別 に次 の階級で被度を把握す る。

被度階級

十

I

II

皿

N

測定値

5%未 満

5^一25

25^一50%

50^一75%

75%以 上

⑤ 調 査 項 目e.海 生 植 物 群 落等 の分布 に つ い て
・次 の 区分 別 に把 握 す る

1.海 産 顕 花 植 物

2.海 藻

3.ソフトコーラル

⑥ 調 査 項 目f.底 質
・底 質 にっ いて 次 の 区 分 に よ り把 握 す る。

1.死 サ ン ゴ

2.砂 底

3.泥 底

4.沈 水 裸 岩

5.干 出 裸 岩

6.れ き底
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⑦調査項 目9.底 生生物 につ いて
・現地調査地 にっいて のみ次 の区分 に従 い、個体数 、サ ンゴへの影響等 を

記述 によ わ把握す る。

1.オ ニ ヒ トデ

2.テ ル ピオ ス

3.レ イ シ ガ イ ダ マ シ 類

4.そ の 他 特 筆 す べ き も の

⑧現地調査
・ 「写真 画像解析で照 合表のいずれに も該当す る ものが な く不明 の海域」 、

「被度 の高 いサ ンゴ群集が広 く分布 す る海域 または写真画像 解析か らそ

う思 われ る海域」及 び 「その他現地調査が必要 と判断 され る海域」では

現地 調査を実施す る。
・ 「被度 の高 いサ ンゴ群集が広 く分 布す る海域 または写真画像 解析か らそ

う思われ る海域」 とは、被度階級 がIVま たは皿の生育 サ ンゴ群集が広 く

分布 し、良好 なサ ンゴ礁景観が残 されてお り、今後長期的 な観察を必要

とす る海域 とす る。
・ 「その他現地調査が必要 と判断 され る海域」 とは、オニ ヒ トデによる食

害後 の状況 を把握す るなど、今後 長期 的な観察 が必要 な海域 とす る。
・調査 は3人 以上1組 で実施す る。

・調査区域 の任意 の場所 に調査 ステー シ ョンを設定 す る。 ステー ションの

数 は原則1箇 所 とす るが、.調査海域の大 きさに よらて増 やす。
・ステー ションには任 意の4調 査点 を設定 し、標 本区 とす る。

・標本区 において遊泳 観察す ると共 に写真 の撮影 を行 う。

・標本区 は再調査 が可 能 となるよ うに位置が特定 で きるよ うに してお く。

・ 「写真画像解析 で照 合表のいずれ に も該 当す る ものがな く不明 の海域」、

の現地調査 にっいて は、調査者が当該海域 を遊 泳観察 し概況 を総合的

に把握す る ことと して もよい。

・観察内容 は次の とお り。

(被度 による海底 の状況)

岩:不 動 の岩盤

砂:粒 子 が肉眼で見 える

泥:粒 子 が肉眼で見 えに くい

れ き:枝 状 サ ンゴ由来

死サ ンゴ:生 時の形態 を とどめて いる ものは形状 を記す。藻類 に覆 わ

れてい る場合 にはその被度及 び タイプを記す。
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死サ ンゴ堆積:死 サ ンゴが堆積 し、藻類 によ り固結 されて いるもの。

藻類 に覆われている場合 にはその被度及 び タイ プを記す。

a糸 状 の もの

bミ ク ロな もの

cマ ク ロな葉 状 の もの

d被 覆性 の石 灰 藻

サ ンゴ類:サ ンゴ類内訳 による。.

植物類:可 能 な限 り種名を記す。

その他:内 容 を記す。

(サ ンゴ類 内訳 可能 な限 り属 名 を記 す)

枝 状:群 体 の大 小 に関 わ らず 、枝 状 に分 岐 して い る もの。 エ ダ

ミ ドリイ シ、 ハ ナ ヤサ イ サ ンゴ等

卓 状:平 板 状 で あ うて群 体 面積 に比 べ て 、基 質 へ の 付 着 面積 が

か な り小 さい。 ク シハ ダ ミ ドリ『イ シ、 エ ンタ ク ミ ドリイ

シ等 。

塊 状:多 くの場 合 半 球状:キ グ メイ シ、 ノ ウサ ンゴ、 アザ ミサ

ンゴ等 。

被 覆 状:群 体 の ほ とん どが基 質 に付 着 して い る。 オヤ ユ ビ ミ ドリ

イ シ、 ア ナサ ンゴ等b

葉 状:薄 い 板状 の もの を 含 む。 ウス コ モ ンサ ンゴ、 キ ッカサ ン

ゴ等 。

そ の 他 の形 状:上 記 の いず れ に も属 さな い もの 。

SoftCoral:ユ ビ ノ ウ トサ カ、 オオ ウネ キ ノ コ等6

(写 真撮影)
・標 本区の概況 のわかる写真 を撮影す る

。 (原 則 と して リバ ー サ ル)

3.サ ンゴ礁海域(礁 縁)

(1)調 査 のね らい

サ ンゴ礁縁部 における造礁サ ンゴ群 落の分布を把 握す る。

(2)調 査対象 の定義

鹿児島県 トカラ列 島小 宝島以南 のサ ンゴ礁 の礁縁 部(外 側礁原 と礁斜面 の

境 界線辺 り)水 深15～20mま で をと らえ る。
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(3)調 査項 目

a.造 礁サ ンゴ群集 の分布

礁縁部 におけ る造礁サ ンゴ群集 の分布を把握 す る。

b.造 礁サ ンゴの生育型

礁縁部 における造礁サ ンゴ群集 の生育型を把握す る。

c.造 礁サ ンゴの被度

礁縁部 における造礁 サ ンゴ群集 の被度 を把握す る。

d.底 生生物

大型表在生物 の生息状 況を把握す る。

(4>調 査手法:
・マ ンタ法 によ り実施 す る。

・調査 は船 を利用 し、観察者 と記録者 の2人1組 で行 う。

・観察者 は3点 セ ッ トをっけ板 につかま り曳航 されなが ら可能 な限 り広 い

範囲、海中 の観察 を行 い手信号 で観察結果 を船上 の記録者 に伝 える。
・船 は出来 る限 りサ ンゴ礁 に接近 し、サ ンゴ礁地形 に沿 って2ノ ッ ト以下

で航走す る。,
・調査 は連続的 に行いく記録 す る。記録者 は、2万5千 分の1地 形図 に目

測で位置 を測定 し、観察記録 を順次記録す る。 おおよそ曳航100mの 範

囲をひ とま とめに してデー タを取 ることとし、同 じデータが連続す る場

合 は省略 し、デ ー タが変わ った時点 で新 しいデータを記入す る。

・観察内容 は次の とお りとする。

1.造 礁サ ンゴの隼育 型

(枝状 、卓状く.・塊 状 、被覆 状、葉状 、その他)

以上 の生育型 の中 で優先 す る ものを記録す る。

2.被 度

全生息 サ ンゴの被 度 を階級 区分 により把握す る。

3.底 生生物
・次 の区分 に従 い、サ ンゴへの著 しい影響等 の有無を把握す る。

1.オ ニ ヒトデ(食 害状況A:曳 航100mで10個 体以上 が観察 され

る。

B:曳 航100mで 観察 され る個体数 は10

個体以下 あるいは食痕 が見 られ る。
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C:被 害 は な い。

2.テ ル ピオ ス(状 況 を 特記)

3.レ イ シガ イ ダ マ シ類(状 況 を特 記)

4.そ の他 特 筆 す べ き もの(状 況 を特 記)

4.サ ンゴ礁海域 の調査結果 の取 りまとめ

① サ ンゴ礁分布図

(作成上 の注意)

1,基 図には必ず国土地理 院発行の2万5千 分 の1地 形 図 を使用 す る。複写図、

編纂図等 は使用 しない こと。

2.2万5千 分 の1地 形 図 には、標準地域 メッシュコー ドー覧図 に従 い地図番

号(6桁)を 打っ。

3.分 布 図例 の様 に、地形 図の余白の所定 の位置 に、 「タイ トル」、 「地図番

号」 、 「調査年度(西 暦)」 、 「都道府県名」 を記入す る。

4.分 布 図例 にな らい、礁池及 び礁原部 の調査項 目a～fに ついて図化 し、彩

色す る。 図化 の手順 は既述、彩色 、図柄 は次 に定 める とお りとす る。

.Co生 育 サ ンゴ群 集

Sg淘 葦

Sw海 藻

Dc死 サ ンゴ

S砂 底

M泥 底

Sr沈 水裸岩

Dr干 出裸岩

れ き底

消滅域

生 育 型+属 名 を略 号 で記 入

(例)卓 状 の ミ ドリイ シ

t-Ac

枝 状 で 数 属 混 合

b-Mo.Pci.Ac

塊状 の ハ マサ ン ゴ

m-Pri

霧
40

00

き
鵠
●
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サ ンゴの被度色彩
一}一

1

皿

皿

IV

5%未 満 赤(本 来 はサ ンゴ群集 であ るべ き海域)

1霧 楓 黄

1隔 呈%!緑

5.現地調査 ステー シ ョンはStの 略号 で その位 置がわか るよ うにす る。

6.礁 縁部 は、礁縁線 に沿 って幅5mの 帯 をとり、4.と 同 じ色彩 でサ ンゴの被

度 を表示 し、オニ ヒ トデ等 の被害 の見 られ る区間 にっ いては分布図 にな ら

つて矢印で示す。 図化 は、おおまか な地形 で くくって行 い、曳航100mの

情報毎 に行 う必要 はない。

7.分 布図例 にな らい、全 分布図 には必ず 「海域 名」、 「海域 コー ド」を記入

す る。 こ.の際 「海域区分一 覧票」 を参照す る。な お、海域区分 の界線が入
る場合 には、幅1.0㎜ 程 度の黒の点線 で記入す る。

②消滅サンゴ礁記録票

(記 入上 の注意)

1.サ ンゴ礁 の消滅地域毎 に記入す る。

2.「 地図名」、 「地 図番号」 はサ ンゴ礁分 布図に記 載 されてい るものを記入

す る。

2.「 調査 年度」は西暦 で記入す る。

4.「 海域 名」、 「海域 コー ド」 は、 「海域区分一 覧票」 に基 づ き記入す る。

5.「 市町村名」、 「市 町村 コー ド」 は 「全国地方 公共団体 コー ド」に従 つて

記入す る。

6.「 地名」 には、当該消滅 サ ンゴ礁 に最寄 りの海岸 線の通称 を記入す る。

6.「 面積 」 には、サ ンゴ礁分布図か ら読 み取 った面 積 を、ha単 位で記入す る。

7.「 消滅年 」には当該 サ ンゴ礁が消滅 した年 を西暦 で記入す る。

8.「 消滅原 因」には、該 当す る消滅原 因の番号 を○ で囲む。 「その他」の場

合 には原因を具体 的に記入す る。

9.「 備考 」 には、消滅 によ る周辺海域 の地形 、水質 、生物相 の変化等をで き

る限 り記 入す る。

10.「 文献 」 には、上記項 目の調査 に参照 と した図書 、資料名 を記入す る。

11.調 査者 は、本票 の作成者 の氏名、所 属を記入す る。

一11一



③ サ ンゴ礁分布取 りまとめ表

(記入上 の注意)

1,「 調査年度」 は西暦 で記入 す る。

2.「 地 図名」 、 「地図番号」はサ ンゴ礁分布図 に記載 されてい る ものを記入

す る。

3.「 海域名」、 「海域 コー ド」 は、 「海域区分一覧票」 に基づ き記入す る。

5.「 市 町村名」、 「市町村 コー ド」 は 「全国地方 公共団体 コー ド」 に従 って

記入す る。

4.「 面積」 は、項 目別 にサ ンゴ礁分布図か ら読み取 つた面積 を、ha単 位で記

入す る

5.調 査者 は、本表の作成者(面 積 の読 み取 りを行 った者)の 氏名、所属 を記

入す る。

④ サ ンゴ礁現地調査票(様 式1>

(記 入上の注意)

1.現 地調 査 のステー ション毎 に記入 す る。

2.「 地図名」、 「地 図番号」 はサ ンゴ礁分布図に記載 されている ものを記入

す る。

3.「 海域名 」、 「海域 コー ド」 は、 「海域区分一覧票」 に基づ き記入 す る。

4.「 市町村名」、 「市町村 コー ド」 は ・「全国地方公共団体 ユー ド」 に従 つて

記入す る。

ステー ション番号 は 「サ ンゴ礁分布 」 に記載 され ている ものを記入す る。

5.「 現地調 査理 由」は、該当する ものの番号 を○で囲む。但 し、 「その他」

の場 合はその具体的理 由を記述す る。

6.「 調査海域概要」 は、4つ の標本区 の観察結果 を もとに、ステー ションを

設 けた海域 の総合環境 を記述す る。

7.「 解析照 合表上 の位置づ け」は、調査海域が 「解析照 合表」・の どの項 目に

該 当す るかを記入す る。

8.「 調査地略 図」 はく ステー シ ョン付近 の地図を簡明 に記 し、標 本区の位置

を第3者 で も再調査 が可能 となるよ うに示 し、各 々の標本区 には番号をっ

け る。'

9.「 調査者」 は、本票 の作成者 の氏名、所属 を記入 す る。
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⑤ サ ンゴ礁現地調査票(様 式2)

(記 入上 の注意)

1、現地調査 ステー ションの標本 区毎 に記入す る。

「ステー シ ョン番号」 は 「サ ンゴ礁分布」 に記載 されて いるものを記入す

る。

2.「 標本 区番号」 は、 「サ ンゴ礁現地調査票(様 式1)」 に記載 された もの

を記入 す る。'
3.「 調査年 月 日」、 「時刻」 は、調査 を実施 した年 月 日、時刻を記入す る。

4.「 水深」 、 「透視度」、 「天候 」、 「気温 」、 「水温」、 「海況」 はそれ

ぞれ観測事 実を記入す る。

5.項 目毎 にその該 当す る被度階級 に○ 印をつけると とも、サ ンゴ類 の場 合は

その属、種名を記入す る。

6.「 死サ ンゴ」の項 は、被度の ほか、その形状が保 たれている場 合 はその形

状 を記入 す るとともに、藻類 に覆 われてい る場合 にはその被度 も記入 す る。

7.死 サ ンゴ堆積」の項 は、被度 のほか、藻類 に覆 われてい る場合 の被度 も

記入す る。'

8.「 植物類 」の項 は、被度 のほか、種 名 も記入す る。

9.「 底生生 物」の項 は、下記 の記号 によりその種 と食害状況 を記す。

1.オ ニ ヒ トデ(食 害状況A:10個 体以上 が観察 され る。

B:観 察 される個体数 は10個 体以下あ る

いは食痕が見 られる。

C:被 害 はない。

2.テ ル ピオ ス(状 況 を特記)

3.レ イ シガイダマ シ類(状 況 を特記)

4.そ の他特筆す べ きもの(状 況を特記)

10.「 調査者」 は、調査者 の氏名、所属 を記入す る。

⑥ サ ンゴ礁現地調査記録図(マ ンタ法)
・マ ンタ法 による調査時 に記録 した地 図。 調査年月 日、調査者、記録 者、天

候 、海況を明記す る。
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(都道府県名)

地 図 番 号

消 瀬 サ ン ゴ 礁 記 録 票

地 図 名 調 査 年 度

位 置

面 積

海 域 名(コ ー ド) 市 町 村 名(コ ・一ド)

ha 消 滅 年

地 名

消滅原因 ユ.

3.

4.

埋立て2.干 拓

凌 藻(航 路 、泊地等)

その他( )

備 考

文

記

献

入 者 所属 氏名
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(都道府 県名)

サ ンゴ礁 現地調査票(様 式1)

調 査 地

St番 号

調 李 理 由

地 図 名 地 図 番 号 市 町村 名 市町村 コー ド 地 名

1.

2.

3.

照骸 では不明

被度 の高いサ ンゴ群集 が広 く分布す る

その他必要 と判明 した

C )

調査海域概要

解析照合表上の位置づけ

調査地略図

記 入 者 所属 氏名
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〈都道府県名)

サ ンゴ礁現地調査票(様 式2) ㊧

調 査 地

調 査 年 月 日

水 深

天 候

水 温

項 目

サンゴ類

枝 状

サ ンゴ類

塊 状

サ ンゴ類

葉 状

ソ フ ト コ ー ラ ル

岩

泥

死 サ ン ゴ

死 サ ン ゴ 堆 積

植 物 類

そ の 他

底 生 生 物

調 査 者

ス テ ー シ ョ ン番 号 標 本 区 番 号

m

oC

被度及び属種名

+1皿 皿IV

+1皿 皿IV

+1且 皿IV

+1皿 皿IV

+IH皿IV

+1江 皿IV

時 刻

透 視 度

気 温

海 況

項 目

サ ンゴ類

卓 状

サ ンゴ類

被 覆 状

その他 の形状

のサ ンゴ類

非 造 礁 サ ン ゴ

砂

れ き

1.2.3.4.

oC

被度及び属種名

+1皿 皿IV

+1皿 皿IV

+1江 皿IV

+IH皿IV

+1皿 皿IV

+1】1皿IV

被度+1∬ 皿IV形 状 藻類

被度+1皿 皿IV藻 類

被度+IE皿IV種 名

種名 食害状況

所属 氏名
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(備 考)
...._.
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ll

(都道府 県名) サ ン ゴ 礁 分 布 取 り ま と め 表 調査年度

調査者名 所属 氏名

地 図 名 地図番号 海域名 海 域 コ ー ド 市町村名 市町村コー ド
項 目 別 面 積 (ha)

1

被 度 別 面 積

十 1 II 皿
備 考
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サ ンゴ礁分布 図例

地図番号 サンゴ礁分布図

小浜島

調査年度

都道府県

(部分 図参照)

1:25,000小 浜 島

'←
ノ チゴ ロ

ノ(部 分図)
ノ,
リ チ

ζ ～

、6
エ こ
ら ご

1'ノ

'

/霧
諭 鱗夢難讐i
彗

b
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、..ノ
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と
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5.非 サ ン ゴ礁 海 域

(1)調 査のね らい

資料調査及 び現地調査 によ り造 礁サ ンゴ群落 の分布 を把握す るとと もに、そ

の消滅状況及 び改変状況を把握す る。

(2)調 査対象地域 の定義

鹿児島県 トカ ラ列島悪石 島以北 における造礁サ ンゴ群落生育海域。

(3)調 査項 目

a.生 育 サ ンゴ群集 の分布及 び改変状況

生育す る造 礁サ ンゴ群集 の被度 、生育型 、位置、面 積 を把握す る。群集 とは

造礁 サ ンゴ群体 の被度 が5%以 上 であ る一連 の生息 群 とす る。面積 は0.1ha以

上 の もの と し、小 さな群集が点在す る場合 に大 き くひ とまとめ に してあっか

うこととす る。 さらに、前回調査 と比 してその改変 状況を把握 す る。

b.沿 岸域造礁 サ ンゴ生息 概況

沿岸域 の遊 泳調査 によ り、造礁サ ンゴ生息 の有 無、被度 、海況等 を把握す る。

C.選 定調査 区における造 礁 サ ンゴ生態

良好 な造礁 サ ンゴ群集 にっいて調査区 を設定 し、属 、大型表在生物 の生息状

況等 を現地調査 によ り把 握す る。

(4)調 査方法:

① 資料調査
・第2回 自然環境保全 基礎調査資料及 び最新の空中写 真等 によ り生育 サ ンゴ群

集 の位置 を把握す る。
・埋立計画等 に関す る各種環境 アセ スメ ン ト図書 その他既往の調査報告書 によ

り、造礁 サ ンゴ群集 の消滅、改変 の状況、位置を把 握す る。

②聞 き取 り調査
・漁 師、ダイバー等か ら生 育サ ンゴ群集 の分布域 の情 報を得 る。

③現地調査
・資料調査及 び聞 き取 り調 査では調査項 目a.が 十分把 握で きない場合、調査項

目b.、 調査 項 目C.に ついては現地調査を実施 す る。
・現地調査 は、調査項 目b.に ついて はマ ンタ法 で、調査項 目C.に つ いて は調査

区 を設定 して行 う。

一25一



・現地調査 は全ての海域 で実施 す る必要 はな く、調査 項 目b.は 造礁 サ ンゴの生

息す る可能 性のあ る沿岸域 で資料調査 や聞 き取 り調 査では情報 の得 られない

区間を、調査項 目C.は 「規模 が大 きく被度 の高い造 礁サ ンゴ群集」 において、

経費 と労力 を鑑みて実施 す ることとす る。

(マ ンタ法)

・調査 は船 を利用 し、観察 者 と記録者 の2人1組 で行 う。

・観察者 は3点 セ ッ トをっ け、板 にっかま り曳航 ざれ なが ら可 能 な限 り広 い範

囲く海 中の観察を行い手 信号で観察結 果を船上の記 録者に伝 える。.
・船 はおおむね水深5メ ー トルの等深線 に沿 って'、'・航 走す る。船速 は2ノ ッ ト

以下 とす る。
・調査 は連続 的に行 い、記 録す る。記録者 は、2万'5千 分 の1地 形図 に目測で
'位置を測定 し

、観察記録 を順次記録す る。・おおよそ曳航100血 の範 囲をひ と

まとめに してデー タを取 ることと し、同 じデー ダが連続す る場合 は省略 し、

デーダ が変 わ つた時点 で新 しいデータを記入す る。

・観察 内容 は次の とお りとす る。

1.海 底 の状況 を次 の区分 によ り把握 す る。

造礁 サ ンゴ

ソ フ トコー ラル

海産顕花植物'・

海 藻

死 サ ンゴ

砂底

泥底

れ き底

その他

2.お およそ曳航100mを 単位 として、造礁 サ シゴは見渡せ る限'りの被度 を、

底生生物 はその生息 状況 を次の区分 によ り把握 す る。
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被度

被度階級

十

1

皿

皿

IV

測定値

5%未 満

5^一25

25^'SO%

5075%

75%以 上

底生生物

1.オ ニ ヒ トデ(食 害状 況A:曳 航100mで10個 体 以上 が 観察 され

る。

B.:曳 航100mで 観 察 され る個 体 数 は10

個 体 以 下 あ る い は食痕 が見 られ る程 度 。

C:被 害 は な い。

2.テ ル ピオ ス(状 況 を特 記)

3.レ イ シガ イ ダ マ シ類 く状 況 を特 記)

4.そ の他 特 筆 す べ き もの(状 況 を特 記)

(調査区法)

」調査 区は長方形 に近 い形で設定す るが、群集 の長径が300m未 満の場 合

は長径 を長辺 とし、長径が300m以 上 の場合 は最低300mの 長辺 をと
るよ うにする。ただ し群集の長径 が600m以 上 にわた っ・て連 続す る場合

は600mを 単位 として上記 の考え方で調査区 を設定す る。
・調査 区内には調査線 を海岸線 に平行 に設定 す る。

・調査線 を軸 に2人1組 の観察者 が出来 る限 り広 い範囲を観察す ると共 に

代表 的な景観 を写真 撮影す る。1調 査区の標準 観察時間は40分 とす る。
・観察 内容 は次 のとお り。

(海底 の状況:調 査者 が調査区内を見渡 して平均化す る。)

岩:不 動 の岩盤

砂::粒 子が肉眼で見 える
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泥:粒 子 が肉眼で見 えに くい

れ き:枝 状サ ンゴ由来

死 サ ンゴ:生 時 の形態 を とどめて いるものは形 状を記す。 藻類 に覆わ

れてい る場合 にはそ の被度及 びタ イプを記す。

死 サ ンゴ堆積:死 サ ンゴが堆積 し、藻類 によ り固結 されて いる もの。

藻類 に覆 われて いる場合 にはその被度及 びタイプを記す。

a糸 状 の もの

bミ クロな もの

cマ クロな葉状 の もの

d被 覆性 の石灰藻

サ ンゴ類:サ ンゴ類内訳 による。

植物類:可 能 な限 り種名 を記す。

その他:内 容 を記す。

(サ ンゴ類 内 訳 可 能 な 限 り属 名 を記 す)

Br枝 状:群 体 の大小 に関 わ らず 、 枝状 に 分 岐 して い る もの。 エ ダ

ミ ド リイ シ、 ハ ナ ヤ サ イサ ンゴ等

La卓 状=平 板 状 で あ って群 体 面 積 に比 べ て 、 基質 へ の付 着 面 積 が

か な り小 さい。 ク シハ ダ ミ ドリイ シ、 エ ンタ ク ミ ドリイ

シ等 。

Ma塊 状=多 くの場 合半 球 状:キ ク メ イ シ、 ノ ウサ ンゴ 、 ナザ ミサ

ンゴ等 。

En被 覆 状:群 体 の ほ とん どが 基 質 に付 着 して い る。 オ ヤ ユ ビ ミ ド リ

イ シ、 アナ サ ンゴ等 。

Fo葉 状:薄 い板 状 の もの を含 む 。 ウ ス コ モ ンサ・ンゴ 、 キ ッカサ ン

ゴ 等 。

Otそ の他 の形 状:上 記 の いず れ に も属 さな い もの。

Soソ フトコーラル1ユ ビノ ウ トサ カ 、 オ オ ウネキ ノ コ等 。

NS非 造 礁 サ ンゴ:イ ボ ヤ ギ、 ム ッサ ンゴ、 キサ ン ゴ な ど。

底生生物

1.オ ニ ヒ トデ(食 害状況Ai曳 航100mで10個 体以上 が観察 され

る6

B:曳 航100mで 観察 され る個 体数 は10

個体以下あ るいは食痕 が見 られる程度 。

C:被 害 はない。
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2.テ ル ピオ ス(状 況 を特 記)

3.レ イ シガ イ ダ マ シ類(状 況 を特 記)

4.そ の他 特 筆 す べ き もの(状 況 を特 記)

(写真 撮影)
・調査区の良好 な造礁 サ ンゴ群集 の様子 がわか るよう写真 を撮影す る。

(原 則 として リバーサ ル)

6.非 サ ンゴ礁海域 の調査結果 の取 りまとめ

①生育サンゴ群集分布図

(作 成上 の注意)

1.基 図には必ず国土地理 院発行 の2万5千 分 の1地 形図 を使用す る。複写図、

編纂図等 は使用 しない こと。

2.2万5千 分 の1地 形図 には、標準地域 メッシュコー ドー覧図に従い地図番

号(6桁)を 打っ。

3.分 布図例 の様 に、地形図 の余 白の所 定の位置 に、 「タイ トル」、,「地図番

号」、 「調査年度(西 暦)」 、 「都道府県名」 を記入す る。

4.分 布図例 にな らい、生育サ ンゴ群集 の位置 を地図上 に記入 し、被度 、生育

型 を図化す る。被度 は円の大 きさ、生育型 は円内 に角度毎 に図柄で示 し、

底生生物 の食害が見 られる場合 は円の外 にそれを示す。

Br枝

La卓

Ma塊

En被 覆

Fo葉

状 ⑪
状e
状 ⑪
状 ◎
状 ㊥

1二㍉贈 形状8
NS非 造礁サ ンゴ㊤

一lz
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工1L皿1V

5.各 群集 には 「群集番号 」を付す。 「群集番号」 は概ね第2回 自然環境保全

基礎調査 における調査 区番号に合 わせ るもの とす るが、実状 によ り変更 、

追加す る。 また、群集 が2枚 以上 の地図 にわた る場合であ って も一連 の群

集 は同 じ番号 とす る。

6.マ ンタ法 による調査結 果 は、被度階級が+の 区間 は概ね調査 ルー トに沿 っ

て に沿 って幅3mの 帯 をとり、下記 の図柄で表示す るとともに、底生生物
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の食害 の見 られる場合 は、外側 に記 入す る。被度 が1以 上 の区間 について

は群集 と して とらえ る。

な し11+■ ■■■ ■■ ■

7.調 査区を設定 して現地調査 を行 った箇所 は分布 図例 にならって明示 し(点

線で囲んだ上淡赤色 に着色す る)、 調査区番号 を付 した上 、4。と同様 に被

度、生 育型、底生生 物 の状況 を記す。

8.消 滅域 について も分布 図例 にな らつて明示 し(直 線で囲み黒 で着色す る)、

消滅域番号を記す。

9.「 群集番号」、 「調査 区番号」、 「消滅域番号 」 は、各 番号毎 に都道府県

単位 の通 し番号 にす る。

② 生育サ ンゴ群集分布取 りまとめ表

(記入上 の注意)

1.「 調査年度」 は西暦 で記入 す る。

2.調 査者 は、本表の作成 者(面 積 の読 み取 りを行 った者)の 氏名 、所属 を記

入 す る。

3.「 群集 番号」は 「生育 サ ンゴ群集分布 図」 に記載 された ものを記入す る。

4.「 前 回調査 区番号」は、前 回調査時 に当該群集が 含まれていた調査区 の番

号 を記 入す る。 隔

5.「 地図名」、 「地図番号」 はサ ンゴ礁分布図 に記載 されてい るものを記入

す る。

6.「 海域名 」、 「海域 コー ド」は、 「海域区分一覧票」 に基づ き記入す る。

7.「 市 町村 名」、 「市町村 コー ド」 は 「全国地方公共団体 コー ド」 に従 つて

記入 す る。

8.「 地 図番 号」は生育サ ンゴ群集分布 図に記載 され ている番号を記入す る。

9.「 海域名 」、 「海域 コー ド」は、 「海域 区分一覧票」 に基づ き記入す る。

10.「 面積 」は、ha単 位 で記入す る。

11.「 被度 」、 「生育型」、 「透視度」 は、それぞれ 区分 に従い記入 す る。

12.「 保護指 定」は、当該群集 の存在す る海域 あるい は最寄 りの海岸線 が 自然

公園等 に指定 されてい る場合記入す る。最寄 りの海岸線のみの場合 は(

)書 きとす る。

13.「 消滅」 の項 には、前回調査時 には存在 したが現在 はその一部 あ るいは全

部 が消滅 した群集 に関 して記入す る。 「面積」 は ㎡とha単 位を実情 に応 じ

て使用す る。 「理由」 は区分 に応 じて記入す る。

14.「 底生生物 」の項 は、区分 によりその種 と食害状 況を記す。

15.現 地調査 を実施 した群集 は、 「現地 調査 」の欄 に○ 印をす る。 この うち、

調査 区を設 けて調査 した群集 は調査 区番号 も記す。
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③ サ ンゴ礁現地調査記録図(マ ンタ法)
・マ ンタ法 によ る調査時 に記録 した地 図。調査年月 日、調査者 、記録者、天

候、海況 を明記す る。

④サンゴ群集現地調査記録票(調 査区法)

(記 入上 の注意)

1.調 査 区毎 に記入す.る。

2.「 地図名 」、 「地図番号」、 「市 町村名」 、 「市 町村 コー ド」、 「群集 番

号」、 「前 回調査区番号」 は、 「生育 サ ンゴ群集分布取 りまとめ表」に準

じる。

3.「 地名」には、当該調査地 に最寄 りの海岸線 の通称 を記入す る。

4.「 調査年 月 日」は西暦 で記入す る。

5.「 時刻」 は、調査 の開始時刻 、終了時刻 を記入す る。'

6.「 調査 区概要」 は、調査区内のサ ンゴ群集 の生育状況、生育環 境 にっいて

総 合所見 を記述す る。

7.「 調査地略 図」 は、 「調査区」付近 の地図 を簡明 に記 し」当該調査 区を

第3者 で も再調査が可能 とな るよ うに示す。

8.「 水深」 、 「透視度 」、 「天候」 、 「気温」、 「水温」、 「海況」はそれ

ぞれ観測事実 を記入す る。

9.項 目毎 にその被度 を被度階級 によ り記入す る。

10.「 調査者 」は、本票の作成者及 び現地調査者(2名)の 氏名、所属 を記入

す る。

11.「 底生生物 」の項 は、 その種 と食害状況 の観察結果 を簡明に記 す。

12.「 調査年 月 日時刻」は、調査 を実施 した年月 日、時刻を記入 す る。

13.裏 面 には 「出現造礁 ・非造礁サ ンゴ属、種名」、 「出現植物類名」 、を可

能 な限 り記載す る。
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調査区設置例
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①群集 の長径が300m未 満。

②群集 の長径が300m以 上。

③群集の長 径が600m以 上 。

④ 中央 に岩礁 のあ る場合。
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(都 道府県名)

サ ンゴ群 集 現地 調 査 記録票 ㊧

調 査 地

群 集 番 号

地 図 名 地 図番 号

調査 区 番号

調査区概要

調 査 年 月 日

透 視 度

水 温

皿

oC

時 刻

天 候

海 況

項 目

造礁サ ンゴ 枝 状

卓 状

塊 状

被覆状

葉 状

その他形状

非造 礁 サ ンゴ

ソ フ トコ ー ラ ル

岩

砂

被 度

市 町 村 名 市町村 コード

前回調査 区
番号との対応

地 名

調査地略図

水 深

気 温

配

oC

項 目

泥

れ き

死 サ ン.ゴ

死サ ンゴ堆積

植 物 類

そ の 他

被 度

底生生物

沿岸陸地の概況

調 査 者 所属 氏名
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@
出現造礁 ・非造礁サ ンゴ属名 ・種名

計 属 種

出現植物類名

計 種

備 考
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「

(都 道府 県名) 生 育 サ ン ゴ群 集 分 布 取 り ま と め 表 調査年度

調査者名 所属 氏名

群集番号
前回調査区
番 号

地 図 名 地騨 号 海域 名 海 域 コ ー ド 市町村名 市町村 コード 面 積 被 度 生 育 型 透 視 度 保護指定
消 滅

時 期 面 積 理 由

底生生物

種 類 食 害
現 地 調 査

ノ

つ

1,

、 ノ
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7.報 告 書 の 作 成

4.及 び6.に よ り取 りま とめ た成 果 物 は 、次 に よ り取 りま とめ て提 出す る。

① サ ンゴ礁海域

〔1〕 「消滅サ ンゴ礁記 録票 」

「サ ンゴ礁分布取 りまとめ表」

「サ ンゴ礁現地調査票(様 式1)」

「サ ンゴ礁現地調査票(様 式2)」

・ク リー ム色 のB5判 フ ァイ ル(「 コ ク ヨ
,フ ー11,B5S」 、 「リ ヒ ト

,No601S」 等)を 使 用 し、4種 類 の成 果 物 を 一 括 して フ ァイ ルす る。
・4種 類 の順 序 は上 記 に準 じるが

、最 初 に調 査 結 果 の概 要 を作 成 して付

す 。

・調査 結 果 の概 要 は、B5判 の用 紙 に 、 今年 度 調 査 地 域 の全 般 的 な サ ン

ゴ礁 の分 布 状 況 、 改 変 状況 等 に つ い て800字 程 度 で記 述 す る。

・タ イ トル 、背 文 字 等 を下 図 の様 式 に よ り記 入 す る。(黒 サ イ ンペ ンに

よ る手書 きで よ い。)
・一 冊 に編 綴 で きな い場 合 は分 冊 と し、表 紙 に適 宜 分冊 番号 を付 す こ と。

〔1〕 〔2〕

左

r

〔2〕 「サ ンゴ礁分布図 」

「サ ンゴ礁現地調査記録図」

・表紙 は、縦46cm、,横58cmの ク リー ム色 の板 紙 、 裏 表紙 は同 じ大 き さの

厚手 の ボー ル紙 を使 用 して編 綴 す る
・2種 類 の順 序 は上 記 に準 ず る。

・タイ トル を上 図 の 様 式 によ り記 入 す る
。(黒 サ イ ンペ ンに よ る手書 き

で よ い。)

・一 冊 に編 綴 で きな い場 合 は分 冊 と し
、表 紙 に適 宜 分冊 番 号 を付 す こ と。
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〔3〕 「現況写真」
・撮影場所がわか るよ う適宜編綴す る。

② 非サ ンゴ礁海域

〔1〕 「生育 サ ンゴ礁群 集分布取 りま とめ表」

「サ ンゴ群集現地 調査記録票」

・ク リー ム色 のB5判 フ ァイル(「 コ ク ヨ,フ ー11,B5S」 、 「リ ヒ ト

,No601S」 等)を 使 用 し、2種 類 の成 果物 を一 括 して フ ァイ ルす る。

・2種 類 の順 序 は上 記 に準 じるが 、 最初 に調 査 結 果 の概 要 を作 成 して付

す 。

・調 査結 果 の概 要 は、B5判 の 用 紙 に、調 査 地 域 の全 般 的 な生 育 サ ンゴ

群集 の分 布 状 況 、 改変 状 況 等 に つ いて800字 程度 で記 述 す る。
・タ イ トル、背 文 字 等 を下 図 の様 式 に よ り記 入 す る。(黒 サ イ ンペ ンに

よ る手書 きで よ い。)

・一冊 に編綴 で きな い場 合 は分 冊 と し、 表紙 に 適 宜分 冊 番号 を付 す こ と。

〔1〕

㊦
埜
コリ

、磯

調

1的1

支の1

8

彙

環境鷲 託 ㊥

壕4回
6滅 茄纏 鍵編

寸ガ薫調玉報躇.

・免様3勾 援

q9『 い
3

。 。 県

〔2〕

左

と

-w

〔2〕 「生育サ ンゴ群集 分布図」

「サ ンゴ群集現地 調査記録 図」

・表 紙 は 、縦46cm、 横58cmの ク リー ム色 の板紙 、 裏 表紙 は 同 じ大 きさの

厚 手 の ボ ー ル紙 を 使 用 して編 綴 す る

・2種 類 の順 序 は上 記 に準 ず る。

・タイ トル 、 を上 図 の様 式 に よ り記入 す る。(黒 サ イ ンペ ン に よ る手 書

きで よい。)
・一冊 に編 綴 で きな い場 合 は分 冊 と し、表 紙 に適 宜 分 冊 番 号 を 付 す こ と。
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海 域 区 分 コ ー ド ー 覧 表

一41一



海 域 区 分 コ ー ド ー 覧

北 海 道 区

日本海北区

太平洋北区

海 域 名

宗

網

根

釧

十

日

胆

渡

檜

後

石

留

谷

走

室

路

勝

高

振

島

山

志

狩

萌

国後 ・択捉 ・
歯舞 ・色丹

青 森

秋 田

山 形

新・ 潟

佐 渡

富 山 湾

能 登 半 島

陸 奥 湾

津 軽 海 峡

下 北 半 島東

三 陸 海 岸

海域 区分

コ ー ド

101

"102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

201

202

203

204

zos

206

207

301

302

303

304

日本海西区

太平洋中区

海 域 名

宮城三陸海岸

仙 台 湾

福 島

鹿 島 羅

若 狭 湾

兵 庫

鳥 取

島 根

北 長 門

隠 岐

竹 島

房 総

東 京 湾

相 模 湾

伊 豆

駿 河 湾

遠 州 難

伊 勢 湾

三 河 湾

熊 野 灘

伊豆七島 北

伊豆七島 南

小笠原群島

火 山 列 島

海域区分
コ ー'

305

306

507

308

401

402

403

404

405

406

407

501

5-02

503

504

505

506

507

508

509

510

511

530

550
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太平洋南区

瀬戸内海区

海 域 名

和 歌 山

徳 島.

土 佐 湾

日 向 雄

周 防雄 西

周 防雄 東

伊予雄 西

別 府 湾.

豊 後 水 道

伊予 雄 東

広 島 湾

安 芸 湾

備 後 灘

燧 雄

億讃瀬戸 西

備讃瀬戸 東

播 磨 雄 北

播 磨 雄 南

大 阪 湾 北

大 阪 湾 南

紀伊水道 西

紀伊水道 東

海域 区分
コ ー ド

601

6D2

605

604

got

702

7p3

Boa

gas

7Q6

707

TO8

709

710

711

712

713

714

715

716

117

118

東 シナ海区

海 域 名

響 雌

博 多 湾

唐 津伊万里

大 村 湾

長 崎

天 草 灘

有 明 海

八 代 悔

薩 摩

鹿 児 島 湾

大 隅

対 馬

五 島

大 隅 諸 島

トカラ列 島

奄 美 諸 島

沖 縄 島

宮 古 列 島

八重山列 島

尖 閣 諸 島

大 東 諸 島

海域区分
コ ー ・

801

802

803

804

805.

806

807

808

809

810

811

812

8t3

81d

820

830

850

870

880

890

895
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